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１
９
９
６
年
４

月
危
険
な
普
天
間

基
地
の
７
年
以
内

返
還
が
橋
本
―
モ

ン
デ
ー
ル
会
談
で

合
意
さ
れ
て
以
来

14
年
が
過
ぎ
た
。
こ
れ
だ
け
タ

イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
が
過
ぎ
て
し
ま

っ
た
の
は
、
普
天
間
代
替
基
地

を
打
診
さ
れ
た
す
べ
て
の
自
治

体
が
い
ず
れ
も
受
け
入
れ
を
拒

否
し
た
た
め
で
あ
る
。
96
年
12

月
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
最
終
報
告
で
名
護

市
東
海
岸
海
上
案
が
打
ち
出
さ

れ
た
が
、
名
護
市
民
、
県
民
の

意
向
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
翌
97
年
12
月
、
名

護
市
民
投
票
の
結
果
海
上
基
地

反
対
票
が
過
半
数
を
獲
得
し
、

明
確
な
民
意
が
表
明
さ
れ
た
。

し
か
し
当
時
の
比
嘉
鉄
也
名
護

市
長
は
突
然
奇
策
を
弄
し
、
市

長
を
辞
任
す
る
と
同
時
に
強
引

に
も
東
海
岸
へ
の
基
地
受
け
入

れ
を
容
認
し
た
。
以
来
地
元
市

民
、
県
民
な
ど
は
、
海
上
阻
止

行
動
や
、
13
年
に
も
及
ぶ
座
り

込
み
な
ど
に
よ
り
基
地
建
設
の

た
め
の
環
境
ア
セ
ス
を
阻
止
し

て
き
た
。
海
上
案
の
原
案
は
修

正
さ
れ
、
大
浦
湾
を
埋
め
立
て

て
、
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
の
陸

続
き
と
し
、
さ
ら
に
そ
こ
に
Ｖ

字
型
滑
走
路
や
新
た
に
軍
港
を

造
り
、
陸
海
空
複
合
型
の
巨
大

基
地
案
に
発
展
し
て
い
る
。
米

政
府
は
現
在
の
案
が
ベ
ス
ト
だ

と
言
う
が
、
そ
れ
は
軍
事
的
合

理
性
の
立
場
で
あ
っ
て
住
民
生

活
や
環
境
保
護
の
視
点
は
一
切

無
視
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ

う
な
経
過
が
あ
っ
て
、
最
近
の

県
議
会
で
は
全
会
一
致
で
県

外
、国
外
へ
の
移
設
を
決
議
し
、

現
地
名
護
市
の
市
長
選
挙
で
も

基
地
ノ
ウ
の
意
志
が
明
確
に
示

さ
れ
た
。
鳩
山
政
権
は
袋
小
路

に
追
い
込
ま
れ
る
懸
念
が
ま
す

ま
す
深
ま
る
ば
か
り
で
あ
る
。

（
Ｈ
・
Ｔ
）

核
先
制
不
使
用
宣
言
や
消
極
的

安
全
保
障
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に

核
密
約
の
存
在
を
政
府
が
実
質

的
に
認
め
た
今
、
非
核
三
原
則

お
よ
び
米
国
核
政
策
の
非
可
逆

性
の
担
保
と
し
て
、「
非
核
神

戸
方
式
」
の
全
国
そ
し
て
全
世

界
へ
の
普
及
も
重
要
な
課
題
だ

と
思
わ
れ
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｔ
が
目
前
に
迫
っ
て
い

る
。
残
念
な
こ
と
に
、
日
本
を

は
じ
め
各
国
政
府
の
姿
勢
か
ら

は
２
０
０
０
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
最
終
合

意
文
書
を
上
回
る
成
果
は
期
待

で
き
そ
う
に
な
い
。し
か
し
、明

る
い
材
料
も
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ｎ

Ｄ
報
告
書
を
受
け
て
の
日
豪
共

同
声
明
に
は
評
価
で
き
る
点
も

あ
る
。
日
韓
の
Ｐ
Ｎ
Ｎ
Ｄ
（
核

廃
絶
核
軍
縮
議
員
連
盟
）
が
連

帯
し
て
北
東
ア
ジ
ア
非
核
地
帯

構
想
実
現
の
た
め
の
活
動
を
開

始
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
で
北
東
ア
ジ
ア
非

核
地
帯
化
を
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
非
核

自
治
体
協
議
会
も
グ
ロ
ー
バ
ル

な
運
動
を
始
動
し
た
。
何
よ
り

も
世
界
中
の
核
廃
絶
を
求
め
る

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
創
意
工
夫
し
頑
張
っ

て
い
る
。
５
月
ま
で
の
各
国
の

近
年「
核
の
な
い
世
界
」「
核

廃
絶
」
が
日
常
聞
か
れ
る
言
葉

と
な
り
、
政
治
指
導
者
の
間
で

も
当
然
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
は
我
々
が
望
む
「
核
廃

絶
」に
は
程
遠
い
こ
と
も
多
い
。

さ
ら
に
、
核
抑
止
力
に
固
執
す

る
勢
力
は
依
然
と
し
て
強
い
影

響
力
を
持
ち
、
廃
絶
へ
の
大
き

な
壁
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、

我
々
が
５
月
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討

委
（
以
下
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
前
後
に

取
る
べ
き
戦
略
も
明
確
に
な
っ

て
き
た
。
中
期
的
な
運
動
目
標

は
、「
モ
デ
ル
核
兵
器
条
約
」

の
よ
う
な
包
括
的
な
法
的
枠
組

み
を
持
つ
条
約
の
制
定
（
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｎ
そ
の
も
の
で
あ
る
）、
そ

し
て「
北
東
ア
ジ
ア
非
核
地
帯
」

の
実
現
で
あ
る
。
短
期
的
に
は

そ
れ
ら
を
目
指
し
た
政
府
間
交

渉
の
早
期
開
始
と
、
そ
の
第
一

歩
と
し
て
の
非
核
保
有
国
へ
の

市
民
運
動
の
取
り
組
み
次
第
で

は
、
実
り
あ
る
最
終
合
意
も
期

待
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
Ｎ
Ｐ

Ｔ
後
の
活
動
が
よ
り
一
層
重
要

な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

今
、
緊
急
の
課
題
と
し
て
①

政
府
や
議
員
へ
の
ロ
ビ
ー
活
動

（
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
も
含
む
）

②
近
隣
諸
国
や
世
界
と
の
市
民

と
し
て
の
相
互
理
解
、
連
帯
③

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
や
被
爆
の
実
相
な
ど

の
啓
蒙
活
動
が
重
要
で
あ
り
、

我
々
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
に
具

体
的
に
ど
う
取
り
組
む
か
が
問

わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
い

ず
れ
も
中
央
と
地
域
の
両
方
で

の
活
動
が
必
要
で
あ
り
、
各
地

で
も
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

今
後
１
年
間
の
核
廃
絶
運
動

の
成
果
が
、
被
爆
者
が
核
廃
絶

を
見
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
か

否
か
の
決
定
的
要
素
で
あ
る
。

９
月
に
奈
良
で
開
催
さ
れ
る

「
第
21
回
つ
ど
い
」
で
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｔ
後
の
活
動
に
焦
点
が
当
て

ら
れ
る
。
こ
の
重
要
な
「
つ
ど

い
」
に
、
是
非
参
加
し
、
素
晴

ら
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
持
ち
寄

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

昨
年
12
月
の
常
任
世
話
人
会

で
平
山
武
久
氏
の
後
任
と
し
て

事
務
局
長
に
選
任
さ
れ
た
。
事

務
局
長
の
主
な
任
務
は
、
事
務

局
を
統
括
し
適
切
に
情
報
を
集

め
提
供
す
る
こ
と
、
会
の
総
意

を
受
け
て
会
と
し
て
活
動
の
具

体
化
を
図
り
提
案
す
る
こ
と
な

ど
で
あ
ろ
う
。
会
員
諸
氏
か
ら

の
建
設
的
な
意
見
、
積
極
的
な

提
案
や
情
報
の
提
供
が
あ
れ
ば

こ
そ
果
た
せ
る
職
務
で
あ
り
、

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
支
援
を
心
か

ら
希
望
す
る
。最
後
に
、こ
れ
ま

で
の
７
年
間
に
わ
た
る
平
山
氏

の
事
務
局
長
と
し
て
の
ご
尽
力

に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

「大阪反核平和医療人の会」が結成

大
阪
医
科
・
歯
科
保
険
医
協

会
、大
阪
民
医
連
、大
阪
医
労
連

に
よ
る
準
備
会
活
動
を
経
て
、

２
月
７
日
に
「
大
阪
反
核
平
和

医
療
人
の
会
」
を
結
成
し
、
64

人
が
参
加
し
た
。
特
筆
で
き
る

点
は
、医
学
生
が
４
人
集
ま
り
、

大
阪
出
身
の
秋
田
大
学
の
女
性

学
生
が
本
会
に
入
会
し
た
。

オ
バ
マ
米
大
統
領
の
「
プ
ラ

ハ
演
説
」
以
来
、
核
廃
絶
に
向

け
た
世
界
的
規
模
の
世
論
と
運

動
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
し
か

し
、
オ
バ
マ
氏
の
核
抑
止
論
で

は
、
核
廃
絶
が
実
現
す
る
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。
事
態
を
動
か

す
の
は
世
論
で
あ
る
。
今
年
の

の
被
爆
国
の
医
療
従
事
者
と
し

て
、
再
び
被
爆
者
を
生
み
出
さ

な
い
よ
う
人
び
と
に
広
く
訴

え
、
核
廃
絶
の
実
現
に
共
同
行

動
を
と
る
。
ま
た
被
爆
者
救
済

に
も
さ
ら
に
力
を
結
集
す
る
。

今
後
も
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
大
阪
支

部
と
も
、
一
致
す
る
要
求
に
基

づ
い
て
行
動
を
継
続
し
て
い

く
。な

お
結
成
総
会
で
、
代
表
世

話
人
に
歯
科
協
会
の
山
上
紘

志
、
事
務
局
長
に
医
科
協
会
の

武
田
勝
文
を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し

た
。

（
大
阪
　
山
上
紘
志
）

核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再

検
討
会
議
に
向
け
、
世
界
中
の

市
民
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
連
帯
し
、
力

を
一
つ
に
す
る
か
ど
う
か
が
問

わ
れ
て
い
る
。
今
が
そ
の
好
機

で
も
あ
る
。

私
た
ち
医
師
・
歯
科
医
師
を

は
じ
め
と
す
る
大
阪
の
医
療
従

事
者
は
、
人
命
を
守
る
社
会
的

責
務
と
良
心
か
ら
命
を
脅
か
す

核
戦
争
に
反
対
し
、
劣
化
ウ
ラ

ン
弾
を
含
む
核
兵
器
廃
絶
の
実

現
を
め
ざ
す
。
通
常
兵
器
に
よ

る
戦
争
に
も
反
対
し
、
平
和
運

動
な
ど
に
も
取
り
組
む
。
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核戦争に反対する医師の会事務局

〒151-0053  東京都渋谷区代々木2-5-5
新宿農協会館　全国保険医団体連合会内
電話03（3375）5121  FAX 03（3375）1885
e-mail: panw@doc-net.or.jp
http://no-nukes.doc-net.or.jp/　

Physicians Against Nuclear War（PANW）

５
月
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
委

＝
前
後
に
な
す
べ
き
こ
と
＝

事
務
局
長
　
松
井

和
夫

講演する色平哲朗氏（写真下）

今年8月26日から29日までの日程で、スイス・バーゼルにおいて、第19回IPPNW世界大会が開催されます。
今回も核戦争に反対する医師の会からの代表団を派遣します。ご参加希望の方は、下記までお問い合わせ、お申し込みいただ
きますようお願いします。（なお、現時点の大会の詳細については、IPPNWの公式ホームページをご参照ください。http://www.ippnw2010.org）

第19回IPPNW世界大会
2010年8月26日～29日　スイス・バーゼルで開催

◇メインテーマ：「nuclear abolition: for a future!」

◇会期：2010年8月26日（木）夜 Welcome Get-together
0～29日（日）13時　Closing Session

◇行程予定：2010年8月25日（水）午前・成田発
～8月31日（月）朝・成田着の7日間。

◇費用 35万から40万の予定
（航空運賃代、現地5泊5朝食分。登録費用など別）。

（費用はあくまでも予定ですので、ご了承ください）

◇登録費用（第1次申込受付（5月31日まで））39,000円
（それ以降の登録費用は48,000円）

◇問い合わせ先
日本通運㈱汐留シオサイト旅行支店営業推進グループ
連絡先 〒105-8322 東京都港区東新橋1-9-3日通本社ビル11F
TEL 03-6251-6254 FAX 03-6251-6341
（担当：稲田・鈴木）

反核医師の会事務局
151-0053 東京都渋谷区代々木2-5-5 新宿農協会館6F 全国保険医団体連合会内
代表　03-3375-5121 FAX  03-3375-1862
panw@doc‐net.or.jp

第1次申し込み締切　2010年5月31日



こ
の
間
、
民
医
連
で
は
原
爆

症
認
定
集
団
訴
訟
に
医
師
団
を

組
織
し
て
か
か
わ
り
、
医
師
団

意
見
書
を
作
り
上
げ
て
き
た
。

各
地
で
被
爆
者
医
療
に
か
か
わ

っ
て
き
た
医
師
が
加
わ
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
参
加
し
た
医
師

に
は
若
い
医
師
は
少
な
く
、
被

爆
者
医
療
の
後
継
者
作
り
に
は

ど
こ
も
苦
心
を
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
全
日
本
民
医
連
ひ

ば
く
問
題
委
員
会
主
催
で
、
後

継
者
の
育
成
を
目
的
に
２
年
に

１
回
「
被
爆
医
療
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
て
い
る
。
今
ま
で
に

は
、
被
爆
医
療
に
長
年
携
わ
っ

て
き
た
先
輩
医
師
の
講
演
、
放

射
線
物
理
学
の
基
礎
知
識
、
被

爆
者
の
援
護
施
策
の
歴
史
･
被

爆
者
援
護
法
の
基
礎
知
識
、
原

爆
症
認
定
を
巡
る
過
去
の
訴
訟

と
集
団
訴
訟
の
歴
史
、
被
爆
者

外
来
の
実
際
、
原
爆
症
認
定
診

断
書
の
書
き
方
、
な
ど
な
ど
で

あ
る
。
民
医
連
の
被
爆
医
療
の

歴
史
や
、
放
射
線
、
原
爆
の
基

礎
的
な
知
識
、
実
際
の
診
療
現

場
で
役
に
立
つ
知
識
を
経
験
あ

る
医
師
ら
が
解
説
し
て
い
る
。

参
加
者
は
、
若
手
医
師
に
限
ら

ず
、
看
護
師
、
保
健
師
、
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
、
健
診
担
当
者
な

ど
様
々
な
職
種
で
、
評
判
は

上
々
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
得
た
知
識

を
実
際
の
現
場
で
生
か
し
て
い

く
と
な
る
と
な
か
な
か
難
し
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
地
域
に
よ

っ
て
は
日
常
の
医
療
の
現
場
で

実
際
に
被
爆
者
と
接
す
る
機
会

が
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ

る
。
原
水
禁
大
会
に
参
加
し
た

青
年
職
員
の
取
り
組
み
と
し
て

日
曜
日
の
被
爆
者
集
団
健
診
を

開
始
し
、
地
域
の
被
団
協
の
組

昨
年
の
活
動
で
印
象
に
残
っ

た
二
つ
の
こ
と
に
つ
い
て
報
告

し
た
い
。

ま
ず
一
つ
は
11
月
に
鹿
児
島

で
開
か
れ
た
第
20
回
反
核
医
師

の
つ
ど
い
in
鹿
児
島
で
の
パ
ネ

リ
ス
ト
田
中
登
氏
の
発
言
で
あ

る
。
氏
は
現
在
91
歳
で
１
９
４

５
年
８
月
９
日
長
崎
で
被
爆
し

た
。
氏
に
よ
れ
ば
当
時
27
歳
で

三
菱
造
船
所
の
中
に
あ
っ
た
高

等
商
船
学
校
で
授
業
中
、
物
凄

い
閃
光
と
爆
風
で
真
暗
に
な
っ

た
。
そ
の
後
学
校
の
あ
る
高
台

よ
り
見
た
光
景
は
人
も
車
も
何

一
つ
動
く
も
の
の
な
い
死
の
街

で
あ
っ
た
。
翌
日
氏
は
浦
上
方

面
の
救
援
の
た
め
出
か
け
た

が
、そ
こ
で
目
に
し
た
も
の
は
、

電
車
の
残
骸
の
中
や
、
側
溝
、

暗
き
ょ
の
中
の
死
体
の
数
々
で

あ
り
、
浦
上
川
は
上
流
か
ら
死

体
が
流
れ
て
き
て
岸
に
折
り
重

な
っ
て
い
る
と
い
う
全
く
悲
惨

な
状
態
で
あ
っ
た
。
氏
は
結
び

の
中
で
一
瞬
に
し
７
万
４
千
人

の
命
を
奪
い
、
ま
た
７
万
５
千

人
の
人
々
を
傷
つ

け
た
核
兵
器
が
二

度
と
被
爆
者
を
作

ら
な
い
よ
う
核
廃

絶
を
強
く
訴
え
ら

れ
た
。

も
う
一
つ
は
、

同
じ
11
月
の
下
旬

京
都
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ

Ｗ
、
反
核
医
師
の

会
が
中
心
と
な
り

秋
葉
忠
利
広
島
市

長
の
講
演
会
が
京

都
で
開
か
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
そ
の

講
演
の
中
で
市
長

は
都
市
が
国
家
間

の
戦
争
で
い
つ
も

そ
の
被
害
者
と
し

て
、
悲
惨
な
体
験

の
歴
史
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に

よ
り
、
都
市
と
都
市
は
そ
の
平

和
を
守
る
た
め
に
協
力
し
あ
え

る
関
係
に
あ
る
と
述
べ
た
。
そ

し
て
市
長
が
呼
び
か
け
る
世
界

平
和
市
長
会
議
に
参
加
す
る
都

市
が
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と

を
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
広
島
・

長
崎
以
後
世
界
は
何
度
か
核
戦

争
の
危
機
に
直
面
し
た
が
、
そ

れ
を
回
避
で
き
た
の
は
核
戦
争

の
悲
惨
さ
を
世
界
に
語
り
つ
づ

反
核
医
師
の
会
へ
入
会
し
１

年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。
こ

の
間
、
オ
バ
マ
大
統
領
の
プ
ラ

ハ
演
説
を
契
機
に
世
界
中
で
核

兵
器
廃
絶
へ
の
運
動
が
大
き
く

な
っ
た
こ
と
が
一
番
の
出
来
事

だ
と
感
じ
る
。
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
の
受
賞
に
は
驚
い
た
が
、
核

兵
器
廃
絶
へ
大
き
な
一
歩
と
な

っ
た
こ
と
は
喜
ぶ
べ
き
だ
。

私
事
で
は
、
昨
年
８
月
に
原

水
爆
禁
止
２
０
０
９
年
世
界
大

会
・
長
崎
に
初
め
て
参
加
し

た
。
核
兵
器
廃
絶
、
憲
法
九
条
、

原
水
禁
運
動
の
意
義
と
歴
史
な

ど
多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
原
爆
の
日
を
初
め
て

被
爆
地
で
迎
え
、
被
爆
者
の
願

い
を
継
承
・
発
信
し
、
被
爆
の

実
相
を
次
の
世
代
と
世
界
へ
伝

え
る
証
言
活
動
や
原
爆
展
に
取

り
組
む
必
要
を
感
じ
た
。

さ
て
、
原
子
力
発
電
の
プ
ル

サ
ー
マ
ル
計
画
に
つ
い
て
は
全

国
的
に
安
全
性
、
必
要
性
、
そ

し
て
使
用
済
み
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の

処
理
に
つ
い
て
問
題
点
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
使
用
済
み
Ｍ
Ｏ

Ｘ
燃
料
は
数
万
年
の
管
理
が
必

要
で
、
子
々
孫
々
に
大
変
な
禍

根
を
残
す
の
で
反
対
し
た
が
、

私
が
住
む
佐
賀
県
で
は
全
国
で

初
の
プ
ル
サ
ー
マ
ル
が
玄
海
原

子
力
発
電
所
で
昨
年
11
月
に
開

始
さ
れ
た
こ
と
は
残
念
で
あ

る
。今

年
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
世
界
大
会
、

奈
良
で
の
つ
ど
い
と
核
兵
器
廃

絶
へ
の
活
動
は
続
い
て
い
く
。

こ
れ
か
ら
も
（
歯
科
）
医
師
と

し
て
で
き
る
限
り
反
核
・
平
和

へ
の
活
動
に
貢
献
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
。

愛
知
の
反
核
医
師
の
会
で

は
、
毎
年
５
月
ご
ろ
一
般
市
民

の
方
に
も
参
加
を
呼
び
掛
け
て

記
念
講
演
会
を
開
催
し
、
核
戦

争
の
防
止
と
核
兵
器
の
廃
絶
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
今
年
は
、
愛
知
県
保
険
医

協
会
が
創
立
60
周
年
の
年
に
あ

た
り
、
保
険
医
協
会
の
後
援
も

受
け
て
企
画
を
検
討
し
、
先
の

世
話
人
会
で
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ

ー
ド
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き

す
る
こ
と
を
決
め
た
。
氏
は
、

日
本
在
住
で
、
詩
人
、
絵
本
作

家
、
翻
訳
家
、
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
と
日
本
で
広

範
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
。
絵

本
で
は
、
水
爆
実
験
の
被
害
に

合
っ
た
「
第
５
福
竜
丸
」
を
描

い
た
も
の
が
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
講
演
で
は
、「
平
和
と
核

兵
器
廃
絶
を
求
め
て
、
憲
法
９

条
を
生
か
そ
う
、そ
の
た
め
に
、

私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
何
が
で
き

る
の
か
」
に
つ
い
て
熱
く
語
っ

て
も
ら
う
予
定
で
あ
る
。
講
演

会
は
、
５
月
22
日
（
土
）
午
後

２
時
半
か
ら
、
愛
知
協
会
・
伏

見
会
議
室
で
開
催
さ
れ
る
。

ま
た
、
５
月
に
開
か
れ
る
Ｎ

Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に
は
、
愛
知

県
保
険
医
協
会
・
反
核
医
師
の

会
か
ら
事
務
局
１
人
を
含
む
４

人
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決
め
、

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
へ
」
の

署
名
と
代
表
派
遣
カ
ン
パ
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。
す
で
に
１

０
０
人
以
上
の
署
名
を
集
め
た

経
験
や
、
返
信
封
筒
を
つ
け
て

署
名
用
紙
を
患
者
さ
ん
に
手
渡

す
取
り
組
み
を
始
め
ら
れ
た
先

生
な
ど
の
経
験
が
つ
く
り
だ
さ

れ
て
い
る
。

被
爆
者
集
団
訴
訟
で
は
、
３

月
11
日
に
名
古
屋
高
裁
判
決
が

あ
り
、
全
国
と
比
較
す
る
と
厳

し
い
名
古
屋
地
裁
判
決
を
乗
り

越
え
た
、
白
内
障
の
原
告
を
原

爆
症
と
し
て
認
定
し
た
。
し
か

し
、
膵
嚢
胞
に
つ
い
て
は
訴
え

を
退
け
た
。

昨
年
の
オ
バ
マ
米
国
大
統
領

の
プ
ラ
ハ
演
説
で
大
き
く
膨
ら

ん
だ
期
待
を
受
け
て
、
ま
た
日

本
政
治
の
チ
ェ
ン
ジ
も
力
と
し

て
核
廃
絶
へ
向
け
た
確
実
な
一

歩
が
踏
み
出
せ
る
よ
う
に
、
反

核
医
師
の
会
・
愛
知
と
し
て
も

着
実
に
努
力
を
傾
け
た
い
。

織
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と

に
よ
り
、
健
診
だ
け
で
な
く
日

常
的
に
医
療
機
関
を
訪
れ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
立
川
相

互
病
院
の
よ
う
な
経
験
も
紹
介

し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

け
て
来
た
語
り
べ
と
し
て
の
被

爆
者
の
存
在
が
大
き
い
こ
と
も

述
べ
ら
れ
た
。

原
爆
被
害
が
他
の
戦
争
被
害

と
異
な
る
点
は
、
そ
の
大
量
無

差
別
性
、
瞬
間
奇
襲
性
、
継
続

的
人
間
破
壊
性
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
を
自
分
の
体
験
と
し
て
語

っ
た
田
中
登
氏
の
姿
が
秋
葉
市

長
の
講
演
と
重
層
し
て
非
核
・

平
和
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て

自
分
の
心
に
刻
ん
だ
。

,,,,,,,,,,, ,,,,,,,,,,, ,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,

,,,,,,,,,, ,,,,,,,,,,, ,,,,,,,,,,, ,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, ,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,

民
医
連
被
爆
者
医
療
セ
ミ
ナ
ー
の

ご
紹
介

東
京
　
向
山
　
新

昨
年
、印
象
に
残
っ
た
こ
と

京
都
　
秋
山

和
雄

入
会
１
年
を
経
て

佐
賀
　
千
葉

研
介

「
核
戦
争
に
反
対
す
る
医
師
の
会
・

愛
知
」
か
ら
の
報
告

愛
知
　
中
川

武
夫

昨年、11月25日、核戦争防止京都医師の会、京都府保険医協会、同歯科保
険医協会、非核の政府を求める京都の会、京都YMCA、京都YWCA等、幅広
い14団体でつくる実行委員会が主催し、シルクホールで秋葉忠利広島市長を
招いた講演会を開催し、450人の市民が参加し、大きく成功させた。（写真左
上は講演する秋葉忠利市長）
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私
は
も
と
も
と
埼
玉
出
身
で

す
が
、
進
学
の
た
め
に
長
崎
に

来
て
も
う
４
年
に
な
り
ま
す
。

長
崎
と
い
え
ば
、
世
界
で
２
番

目
の
被
爆
地
で
あ
る
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強
く
、
長
崎
で
暮
ら

し
た
ら
平
和
に
対
す
る
関
心
が

深
ま
る
の
だ
ろ
う
な
、
と
来
る

ま
で
は
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
実
際
に
長
崎
で
の
生
活

に
慣
れ
る
と
、「
被
爆
地
に
住

ん
で
い
る
」
と
い
う
実
感
は
薄

れ
て
い
ま
し
た
。
長
崎
は
美
し

い
町
で
あ
る
し
、
爆
心
地
周
辺

に
被
爆
の
傷
跡
を
残
し
て
い
る

以
外
は
完
全
な
復
興
を
遂
げ
て

い
る
よ
う
に
見
え
、
自
分
が

「
65
年
前
に
悲
劇
が
起
こ
っ
た

土
地
に
住
ん
で
い
る
」
と
い
う

感
覚
は
つ
い
忘
れ
て
し
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

先
日
、
埼
玉
か
ら
旧
友
が
来

て
長
崎
を
案
内
す
る
と
い
う
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

久
々
に
平
和
祈
念
館
や
資
料

館
、
爆
心
地
公
園
を
廻
り
ま
し

た
。
資
料
館
は
１
年
生
の
と
き

に
見
学
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で

す
が
、「
核
兵
器
は
一
瞬
で

人
々
の
命
、
生
活
、
人
生
す
べ

て
を
破
壊
し
て
し
ま
う
ん
だ
」

と
い
う
こ
と
を
再
び
実
感
し
た

と
共
に
、
友
達
の
「
人
間
っ
て

馬
鹿
だ
ね
。
65
年
前
に
あ
ん
な

こ
と
が
あ
っ
た
の
に
、
ま
だ
核

兵
器
は
世
界
に
た
く
さ
ん
残
っ

て
い
る
な
ん
て
…
…
」
と
い
う

つ
ぶ
や
き
で
目
が
覚
め
た
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。
資
料
館
は

８
月
９
日
に
何
が
長
崎
で
起
こ

っ
た
か
を
展
示
し
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
以
降
の
世
界
の

動
き
や
現
在
の
核
所
有
国
に
つ

い
て
も
勉
強
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
核
兵
器

の
な
い
時
代
が
来
る
の
か
な
、

そ
の
た
め
に
自
分
に
は
何
が
で

き
る
の
だ
ろ
う
、
と
考
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。

次
の
日
、
佐
世
保
の
自
衛
隊

博
物
館
に
行
っ
た
の
で
す
が
、

資
料
館
の
歴
史
認
識
の
違
い
に

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
説
明
が
分

か
り
や
す
く
明
快
な
た
め
、

「
日
本
が
第
２
次
大
戦
中
に
し

た
こ
と
は
正
し
か
っ
た
」
と
い

う
ふ
う
に
植
え
付
け
ら
れ
そ
う

に
な
り
ま
す
。
自
分
に
よ
ほ
ど

し
っ
か
り
し
た
軸
が
な
い
と
、

「
広
島
・
長
崎
を
繰
り
返
さ
な

い
」
と
い
う
信
念
が
な
い
と
、

「
国
防
の
た
め
に
は
ミ
サ
イ
ル

だ
っ
て
必
要
な
ん
だ
」
と
、
考

え
が
ぐ
ら
つ
き
そ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
私
だ
け
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
き
っ
と
多
く

の
人
が
「
核
兵
器
は
怖
い
か
も

し
れ
な
い
け
ど
、
持
っ
て
な
い

と
他
の
国
に
や
ら
れ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
」
と
い
う
不
安
を
メ
デ

ィ
ア
な
ど
に
よ
っ
て
植
え
つ
け

ら
れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
そ

う
い
う
人
に
「
核
兵
器
と
人
類

は
共
存
で
き
な
い
」
と
い
う
こ

と
を
ど
う
訴
え
て
い
け
ば
い
い

の
か
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
ず
は
反
核
医
師
の
会
で
学

生
部
会
が
立
ち
上
が
っ
た
の

で
、
そ
こ
で
知
り
あ
っ
た
全
国

遂
に
日
米
外
交
密
約
に
メ

ス
が
入
っ
た
。「
密
約
」
調

査
の
報
告
書
が
問
題
の
「
極

秘
」
外
交
文
書
を
添
え
て
３

月
９
日
に
公
表
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
日
本
政
治
史
に
残
る

出
来
事
で
あ
る
。

岡
田
外
務

大
臣
が
「
１

９
６
０
年
１

月
の
安
保
条

約
改
定
時

の
、
核
持
ち

込
み
に
関
す

る
『
密
約
』」
な
ど
４
件
の

「
密
約
」
に
つ
い
て
省
内
の

資
料
調
査
を
命
令
し
た
。
同

時
に
「
有
識
者
委
員
会
」
を

設
け
、
資
料
の
検
証
と
「
当

時
の
時
代
背
景
を
踏
ま
え
た

歴
史
的
な
評
価
」
を
求
め
た

の
で
あ
る
。

国
民
の
最
大
の
関
心
事
で

あ
る
「
核
持
込
み
」
に
つ
い

て
、
歴
代
の
内
閣
は
持
ち
込

み
を
容
認
す
る
「
密
約
」
は

な
い
と
言
い
続
け
て
き
た
。

報
告
書
は
核
持
込
を
認
め
る

文
書
（
コ
ピ
ー
）
を
確
認
し

た
。
朝
鮮
半
島
有
事
に
お
け

る
米
軍
自
由
出
撃
、
沖
縄
返

還
時
の
原
状
回
復
経
費
肩
代

わ
り
も
「
密
約
」
を
示
す
文

書
が
確
認
さ
れ
た
。

し
か
し
、
有
識
者
委
員
会

の
結
論
に
は
問
題
も
多
い
。

例
え
ば
、
核
兵
器
持
込

「
密
約
」
を
文
書
化
し
た

「
討
議
の
記
録
」
の
存
在
が

確
認
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
有
識
者
委
員
会
は
「
日

本
政
府
は
、
嘘
を
ふ
く
む
不

正
直
な
説
明
に
終
始
（
し
た

が
）」、
そ
の
責
任
と
反
省
は

「
冷
戦
下
に
お
け
る
核
抑
止

戦
略
の
実
態
と
日
本
国
民
の

反
核
感
情
と
の
間
を
調
整
す

る
こ
と
（
の
難
し
さ
）
を
考

慮
」
す
る
べ
き
と
し
た
。

報
告
後
、
岡
田
外
務
大
臣

は
「
鳩
山
政
権
は
、『
核
兵

器
を
持
ち
込
ま
せ
ず
』」
と

非
核
三
原
則
を
堅
持
す
る
方

針
を
強
調
し
つ
つ
も
、「
有

事
の
際
に
は
・
・
・
時
の
政

権
が
認
め
る
か
ど
う
か
判
断

す
べ
き
だ
」

と
も
述
べ
た

（
３
月
17
日

・
衆
議
院
外

務
委
）。
こ

れ
で
は
「
密

約
」
を
公
然

化
し
た
だ
け
で
あ
る
。

「
密
約
」
調
査
全
体
に
つ

い
て
国
民
が
批
判
的
に
し
っ

か
り
と
検
証
す
る
必
要
が
あ

る
。（

２
０
１
０
・
３
・
18
記
）

の
仲
間
を
長
崎
に
招
い
て
原
爆

資
料
館
や
自
衛
隊
博
物
館
を
見

学
し
て
も
ら
い
た
い
な
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
「
核
兵
器
を
廃
絶
す

る
」
と
い
う
軸
を
自
分
た
ち
の

中
に
あ
ら
め
て
立
て
、
核
廃
絶

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
っ
て
な

ん
だ
ろ
う
、
ど
う
し
た
ら
歴
史

認
識
を
多
く
の
人
と
共
有
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
か
、
仲
間
と

考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

3月16日、東京都内でNPT再検討会議に向け、「核兵器のない世界を」署名船
積み・送り出し集会が開催された。箱詰めされた署名を前に、NPT・ニューヨ
ーク行動参加者7人から決意表明がされた。今春高校を卒業したばかりの女性
は「自分の子どもや孫の代まで核兵器で悩んでほしくない。『私たちの代で核
兵器なくせたじゃん』と友達と話せるよう、活動していきたい」と語った。ま
た海外や国内からのメッセージも紹介された。IPPNWオーストラリア代表のテ
ィルマン・ラフ氏からは「最悪の恐怖の兵器のない世界を子どもたちに手渡す
ために、人々の願いを示す署名を組織されたことに、深く感謝します」という
言葉が寄せられた。集会終了時までに署名は400万6470筆に達したことが報告
された。NPT再検討会議までに、さらに運動を強めることが呼びかけられた。

長
崎
で
平
和
を
学
ぶ

長
崎
大
学
医
学
部
４
年
　
加
山

恵
美
奈
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学生部会
コーナー

時事
モニター

第１回

遂
に
メ
ス
が
入
っ
た
日
米
密
約

被災56年３・１ビキニデーの諸行事が２月27日～３月１日に静岡県
内で開かれた。間近に迫るNPT（核拡散防止条約）再検討会議に向け、
核兵器廃絶への決意を固めあう場となった。（右端は、IPPNWオース
トラリア代表のティルマン・ラフ氏。）

学生部会
コーナー

被災56年 3・1 ビキニデー
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各
地
の
反
核
医
師
の
会
か
ら

各
地
の
反
核
医
師
の
会
か
ら

２
月
６
日
の
核
兵
器
廃
絶
・

核
戦
争
阻
止
東
京
医
師
・
歯
科

医
師
の
会
総
会
・
記
念
講
演
に

は
、
31
人
が
出
席
し
た
。
講
師

は
、
東
大
大
学
院
教
授
・
九
条

の
会
事
務
局
長
の
小
森
陽
一

氏
。小

森
氏
は
、
09
年
の
原
爆
忌

や
ク
リ
ン
ト
ン
の
北
朝
鮮
電
撃

訪
問
が
「
の
り
ピ
ー
事
件
」
で

黙
殺
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
例

に
、
日
本
の
報
道
の
偏
り
と
、

恐
怖
を
あ
お
っ
て
憲
法
九
条

「
改
正
」
を
目
論
む
恣
意
的
な

動
き
を
指
摘
し
た
。

朝
鮮
戦
争
以
来
、
日
本
は
一

部
の
政
治
家
・
財
界
人
が
再
軍

備
を
目
指
し
た
が
、

憲
法
九
条
第
二
項

「
陸
海
空
軍
そ
の
他

の
戦
力
は
、
こ
れ
を

保
持
し
な
い
。
国
の

交
戦
権
は
、
こ
れ
を

認
め
な
い
」
が
楯
と

な
り
、
叶
わ
な
か
っ

た
。
そ
の
後
、
こ
の

九
条
解
釈
を
め
ぐ
る

攻
防
が
、
90
年
代
の

タ
カ
派
・
ハ
ト
派
の

政
治
抗
争
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
。
現
民

主
党
幹
事
長
で
あ
る

小
沢
一
郎
氏
も
、
当

な
い
」
と
改
憲
の
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
を
打
っ
て
い
た
。

小
森
氏
は
、「
現
在
の
政
治

を
見
る
に
は
、
20
年
前
に
彼
ら

が
何
を
考
え
、
何
を
行
っ
た
か

知
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
た
う

え
で
、「
も
は
や
日
米
安
保
の

時
代
で
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
が

従
来
の
核
抑
止
論
か
ら
脱
却
し

つ
つ
あ
る
今
、
日
本
は
六
カ
国

協
議
を
通
じ
て
ア
ジ
ア
地
域
の

非
核
化
に
お
け
る
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
を
と
る
べ
き
だ
し
、
核
の
傘

か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が
政
治
課

題
と
し
て
問
わ
れ
て
い
る
」
と

述
べ
た
。

な
お
、
講
演
会
に
先
立
ち
行

わ
れ
た
総
会
で
は
、
来
賓
の
東

友
会
副
会
長
・
認
定
訴
訟
原
告

団
長
の
山
本
英
典
氏
か
ら
、
こ

の
間
の
原
爆
症
認
定
訴
訟
と
国

に
よ
る
支
援
制
度
の
進
捗
状
況

が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
反
核

医
師
の
会
の
活
動
を
紹
介
す
る

パ
ネ
ル
展
示
も
併
せ
て
行
わ
れ

た
。

核
戦
争
を
防
止
す
る
埼
玉
県

医
師
・
歯
科
医
師
の
会
は
、１
月

23
日（
土
）に
総
会
と
記
念
講
演

会
を
開
催
し
た
。
朝
長
万
左
男

氏
（
日
赤
長
崎
原
爆
病
院
院

長
・
Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
長
崎
支
部

長
）が「
被
爆
者
の
体
内
に
生
き

続
け
る
原
爆
〜
人
体
影
響
の
最

新
情
報
〜
」
と
題
し
て
記
念
講

演
を
行
い
、「
核
兵
器
で
の
被
害

は
一
発
で
も
耐
え
難
い
」
と
述

べ
「
核
兵
器
廃
絶
を
緊
急
の
課

題
と
し
て
運
動
を
」と
訴
え
た
。

記
念
講
演
会
は
埼
玉
県
保
険
医

協
会
と
医
療
生
協
さ
い
た
ま
が

協
賛
し
、約
80
人
が
参
加
し
た
。

朝
長
氏
は
「『
幹
細
胞
』
は

体
細
胞
の
中
で
10
万
分
の
１
個

だ
が
、一
生
生
き
続
け
る
細
胞
。

放
射
線
で
幹
細
胞
の
遺
伝
子
が

傷
つ
け
ら
れ
癌
化
す
る
こ
と
で

癌
の
生
涯
持
続
性
が
説
明
で
き

る
」
と
い
う
最
新
の
知
見
を
紹

介
し
た
。
そ
し
て
、
１
９
８
４

年
に
人
間
の
癌
が
遺
伝

子
病
だ
と
確
立
し
た
。

抗
癌
剤
が
開
発
さ
れ
、

４
割
の
急
性
骨
髄
性
白

血
病
が
治
せ
る
時
代
と

な
っ
た
。
し
か
し
最
近

は
、
高
齢
被
爆
者
に
骨
髄
異
形

成
症
候
群
が
多
く
発
症
し
て
い

る
こ
と
、
様
々
な
癌
が
放
射
線

量
と
相
関
が
あ
る
が
、
な
ぜ
そ

う
な
の
か
を
説
明
で
き
ず
、
多

く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
強
調
し
た
。
た
だ
し
幹
細

胞
ヒ
ッ
ト
説
が
証
明
さ
れ
つ
つ

あ
り
、
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
の
治

療
の
展
望
を
語
っ
た
。
最
後
に

「
若
年
被
爆
２
世
は
今
か
ら
癌

年
齢
と
な
り
、
２
０
４
５
年
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
今
後
も
、

被
爆
者
の
実
像
を
ね
ば
り
強
く

訴
え
て
い
く
」
と
述
べ
講
演
を

終
了
し
た
。

講
演
後
に
開
催
し
た
総
会
で

は
、
医
師
が
核
廃
絶
に
向
け
て

ど
う
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い

く
か
な
ど
が
議
論
さ
れ
、
２
０

１
０
年
度
方
針
な
ど
を
決
定
し

た
。

時
は
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣
問
題
に
絡

み
、
メ
デ
ィ
ア
と
組
ん
で
「
九

条
が
あ
る
か
ら
世
界
貢
献
で
き

金
沢
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ゲ
ン
」（
浅
妻
南
海
江

代
表
）
が
２
０
０
０
年
か
ら

進
め
て
き
た
「
は
だ
し
の
ゲ

ン
」
英
訳
版
は
こ
の
８
月
９

日
に
第
９
巻
、
10
巻
が
、
つ

い
に
完
成
し
た
。
完
成
し
た

全
10
巻
は
作
者
の
中
沢
啓
治

氏
の
手
紙
を
添
え
て
オ
バ
マ

大
統
領
に
送
ら
れ
て
い
る
。

昨
年
９
月
、
広
島
で
行
わ

れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ｎ
Ｄ
日
本
連
絡

会
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

参
加
し
た
Ｃ
Ｎ
Ｄ
（
核
軍
縮

運
動
）
の
レ
べ
ッ
カ
さ
ん
に

英
訳
本
の
紹
介
を
し
た
と
こ

ろ
、「
イ
ギ
リ
ス
で
反
核
運

動
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
の

は
市
民
が
被
爆
の
実
相
を
理

解
し
て
い
な
い
こ
と
が
大
き

い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

ま
た
、
昨
年
の
鹿
児
島
の

「
つ
ど
い
」で
講
演
し
た
朝
長

先
生
は
フ
ロ
ア
か
ら
の
質
問

に
答
え
て
「
外
国
で
原
爆
症

と
し
て
の
白
血
病
な
ど
の
学

会
講
演
を
し
て
も
マ
ス
コ
ミ

が
取
り
上
げ
る
こ
と
は
な

い
。
核
廃
絶
が
実
現
す
る
と

き
は
ア
メ
リ
カ
市
民
が
真
に

被
爆
の
実
相
を
理
解
し
た
と

き
で
な
い
か
」
と
述
べ
ら
れ

て
い
た
。英
語
圏
に「
は
だ
し

の
ゲ
ン
」英
訳
版
を
通
し
て

被
爆
の
実
相
が
理
解
さ
れ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

外
国
か
ら
の
留
学
生
は
ほ

と
ん
ど
英
語
を
理
解
す
る
の

で
ま
ず
、
読
ん
で
も
ら
い
た

い
。
そ
し
て
、
帰
国
後
に
母

国
に
普
及
す
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。
石
川
で
は
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
、
留
学
生
会
館

な
ど
に
寄
贈
を
考
え
て
い

る
。
幅
広
く
、
普
及
す
る
た

め
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

（
石
川
・
白
崎
良
明
）

埼 玉

被
爆
者
の
体
内
に
生
き
続
け
る
原
爆

朝
長
万
左
男
氏
が
記
念
講
演

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
多
数
の

写
真
を
示
し
な
が
ら
記
念
講

演
す
る
朝
長
万
左
男
氏

東
京
反
核
医
師
の
会
総
会
で

記
念
講
演
す
る
小
森
陽
一
氏

と
総
会
の
様
子
（
写
真
・
下
）

東 京

総
会
・
記
念
講
演
を
開
催

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
は
実
現
で
き
る
か
」

2010年度会費納入と募金のお願い
2010年度を迎えました。
本会は、会員の皆様の会費と主旨に賛同いただいている募金によって、運営を

おこなっております。
今年はNPT再検討会議（5月・ニューヨーク）、IPPNW世界大会（8月・スイ

ス・バーゼル）、第22回反核医師医学者のつどい（9月・奈良）など、大きな行動、
企画が予定されております。
また、医師の団体として、核廃絶にむけた目に見える行動にもとりくんでいき

たいと考えています。
2010年度会費納入と募金へのご協力をお願いする次第です。

□個人会員（医師・歯科医師、医学者） 10,000円

□医・歯学生会員　　1,000円

□賛助会員　1,000円

≪振込先≫

◇りそな銀行　新都心営業部　普通　1557502 「反核医師　医学者の集い」

◇郵便振替　00170－7－56764 「反核医師・医学者のつどい」

●英語版『はだしのゲン』ご注文について

ご注文は基本的にセットでお願いします。

１セット（全10巻）の価格は14,000円です。

ご注文の際はご住所・ご氏名・電話番号・e-mailアドレ
ス・セット数をe-mailかFaxでお知らせください。

●本のお届け
＊送料として300円をお願いいたします。
＊本をお送りする際、郵便振替用紙を添付します。
＊銀行振込も可能です（その際、手数料のご負担をお願いします）。

●ご意見・ご感想などありましたら当方にお寄せ下さい。

中沢啓治作まんが『はだしのゲン』
翻訳・出版グループ　プロジェクト・ゲン

TEL/FAX 076-242-6559 e-mail : project-gen@msg.biglobe.ne.jp

BAREFOOT GEN―英訳版完成
はだ
しの

ゲン


